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1-0. はじめに 
• 「英語が使える日本人」 

 

文部科学省 (2003). より抜粋 

 ⇒10年経過したが、「音声によるコミュニケーション能力」が育成された
ようには感じられない。 

 ⇒「音声によるコミュニケーション能力」に必要な理論的知識の欠如？ 
 ⇒英語発音に関する知識も、その１つではないか？ 
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【新教育課程の推進】 
○新学習指導要領の趣旨の実現 
平成14年度から順次実施されている新しい学習指導要領においては… 
…中学段階については、「聞くこと」「話すこと」の音声によるコミュニケー
ション能力の育成に重点をおいて、高等学校段階については、「聞くこと」
「話すこと」「読むこと」「書くこと」の4つの領域を有機的に関連付け… 



1-1. 研究の背景１ 

•文科省の指針 

英語音声の指導に関して，中学校・高等学校
の学習指導要領は「音声指導の補助として，
発音表記を用いて指導することができる」 
（文部科学省, 2008, 2009）としている。 
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導入を認めないわけではないが積極的とは言えない 
 



1-1. 研究の背景２ 
•中学教科書での扱い 

 
中学校教科書でも新出単語や発音を扱ったページに発音記号を載
せているものがある。上田・大塚（2010）によると、代表的な中学教
科書において各音の発音記号が扱われている割合は以下の通り 
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New 
Horizon 

New 
Crown 

Sunshine Total 
English 

One 
World 

Columbus         
 21 

æ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ə × ○ ○ × ○ × 

： 

母音 81 50  95 81 100  59 

子音 75 25  87 95  100  58 



1-2. 先行研究 
•発音記号導入の効果 
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Rajadurai (2001) 
• 対象はTESOLプログラムに参加した68名のマレーシア人 
• Suprasegmental featuresがより大事という考えのもとにコースがデザインされていたが、

IPAを用いたりしながらsegmental featuresも指導した 
• Which area of pronunciation work did you find most helpful?という質問に対して、91%
の学習者がSegmentals (more then Suprasegmentals)と回答 

• What is the best way to improve pronunciation?という質問に対しては、一番多かった

「毎日英語を話し、たくさん英語を聞く」という回答の次に、ビデオや音声録音を行う
language lab sessionやIPAのトレーニングが挙げられた 

 

→学習者は個別の音を学ぶことに意味を感じ、その中でIPAを用いた学習を
効果的と考えている 



1-3. 予備調査（n=113） 
•大学に入るまでに、英語の発音記号を習ったことがありますか？ 

なし, 74 

中学校で, 
14 

高校で, 11 

塾などで, 9 

自分で, 5 
中学・高校で 

発音記号を習った経験が 
ある学生は2割程度 

大学での英語教育現場で 

発音記号を用いた音声指
導ができない。 
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RQ: 大学授業で発音記号

を導入すると、学習者の
意識はどう変わるか？ 



2-1. 研究の方法（授業の概要） 

•対象：非英語専攻の大学1, 2年生（2大学 ） 

経営学専攻1年生「標準英語」 n=29, 29, 27 (3クラス) 

スポーツ系1, 2年生「英語」 n=10, 25, 25 (3クラス) 

• シラバス 

（授業の目的）リスニングとスピーキングに重点をおき… 

（授業の進め方）Listening, Speaking 能力の向上を目指します。 

（授業概要）主としてリスニング、スピーキング用の教材を用い… 

• 教科書: 染谷泰正・南津佳広 『Reading Powerhouse』 金星堂. 

• 発音練習（15分）：個別音の発音の仕方についての理解を促すため発
音記号を用い，記号の書き取りテストも実施した。 
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2-2. 研究の方法（Web自由提出アンケート（n=113）） 

• Pre:「この授業で発音記号を習い始めたときのことを思い出して、どん
な気持ちだったかできるだけ多く書いてください。」⇒20,510文字，460文 

• Post:「半年間の学習を振り返って、今感じていることを、できるだけ多く
書いてください。」⇒27,656文字，558文 
 

• テキストマイニング（pos = c(“名詞”,“形容詞”,“動詞”）頻度順 

Pre 発音 記号 いる する こと 思う の 覚える なる ある 
できる ない よう 習う わかる とき 見る 英語 テスト 難しい 
授業 やる 最初 いく 勉強 時 始める 書く 何 今 

Post 発音 する 記号 こと 思う いる なる 英語 よう できる 
半年 授業 の 覚える 勉強 ある いく 自分 今 単語 
わかる ない 学ぶ 間 とき 感じる くる テスト やる 楽しい 
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2-3. 研究の方法（分析の方法） 

• KJ法を用いた分析 

1. ラベル作り（情報の言語化） 

2. ラベルの内容の確認（情報の確認） 

3. 小グループ化と表札作り（抽象化１） 

4. 中グループ化と表札作り（抽象化２） 

5. 図解（構造化） 
 

• 2015年3月21日 3人の研究者が共同で実施 
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3-1. 結果（発音記号学習導入前） 
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資料1左 
参照 



3-1. 結果（発音記号学習導入前） 
•発音記号学習に対する、否定的キーワード 

• 違和感、抵抗 
• めんどくさい、イヤ 
• 役に立つのか 
• あきらめ 
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資料２ 
スライド11参照 



3-1. 結果（発音記号学習導入前） 
•発音記号学習に対する、肯定的キーワード 

• 役に立つ 
• 発音が上手くなる 
• 発音記号が書けるようになる 
• 良いこと、プラス 
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資料２ 
スライド12参照 



3-2. 結果（発音記号学習中） 
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資料1真ん中 
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3-2. 結果（発音記号学習中） 
•発音記号学習に対する、否定的キーワード 

•特になし 
 

• Limitation：  
担当者が学習者に対してアンケートをおこなっているので、
学習者が担当者に気を遣い、否定的なコメントを書かな
かった可能性を完全に排除することはできない。 
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3-2. 結果（発音記号学習中） 
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•発音記号学習に対する、肯定的キーワード 

•発音記号を学習できて良かった 
•発音記号学習による意識の向上 

資料２ 
スライド15参照 



3-3. 結果（発音記号学習後） 

 

 

•学習者のコメントは情意面・知識面・将来への抱負に3分できる 
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3-3. 結果（発音記号学習後） 
•発音記号学習に対する、否定的キーワード 

•知識として定着したかは不安 
•めんどくさい、イヤ 
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資料２ 
スライド17参照 



3-3. 結果（発音記号学習後） 
•発音記号学習に対する、肯定的キーワード 

• 面白い、興味 
• 英語に意欲、英語が楽しい 
• 発音に意欲 
• 発音記号が書ける・読める 
• 発音記号のおかげ 
• 発音にこれからも注目 
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資料２ 
スライド18参照 



3-4. 結果（キーワードの変遷） 
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学習前 
 

「違和感、抵抗」 
「めんどくさい、イヤ」 
「役に立つのか」 
「あきらめ」 

「役に立つ」 
「発音が上手くなる」 
「発音記号が書けるようになる」 
「良いこと、プラス」 

学習中 
 

― 「発音記号を学習できて良かった」 
「発音記号学習による意識の向上」 

学習後 
 

「知識として定着したかは不
安」 
「めんどくさい、イヤ」 

「面白い、興味」 
「英語に意欲、英語が楽しい」 
「発音に意欲」 
「発音記号が書ける・読める」 
「発音記号のおかげ」 
「発音にこれからも注目」 



4. 考察１ 
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• 情意面 
 
• 学習前：「難しい」 
→「学んだことがない異質なもの」に対する不安からくるもの 

 

• 学習後：「楽しい」 
→具体的な活動に対する目新しさ 
→新しいことを学べた達成感 
 

• 「発音記号を学習してみて・・・」というコメントが散見された 
→発音記号の学習機会を得たことに対して好意的な感覚を持ってい
る 
→発音記号学習を毛嫌いするのではなく、機会を与えることが重要 
 



4. 考察２ 
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• 知識面 
 

• 発音記号が書けるようになった、読めるようになった 
→適切な指導を与えれば、発音記号を習得できる可能性の示唆 
 
• 英語が得意になった 
→発音の習得が英語自体の実力にまで波及 
→「英語ができること」に対する認識と「英語の発音ができる」ことに対
する認識には、一定の関係性がある可能性 
 



4. 考察３ 
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• 将来への抱負 
 
• これからも発音を意識したい 
→英語の発音が重要だと学習者が認識 
 
• 発音記号を教えてあげたい 
→発音記号が「英語の発音」また「英語学習」に有効であると学習者が
認識 



4. 考察 

• 発音記号学習が全ての学習者に受け入れられたわけではなかっ
たものの、発音記号学習に肯定的なコメントが多く見られた。 

• 発音記号学習を通して、発音に対して意識が高まったことが垣間
見える 

• 発音記号学習による、意識の向上は英語そのものに対してまで波
及した。 

学習者の知識段階に応じて具体例を用いた実践的な発音活動を取
り入れつつ概念を教育することで、学習者が発音記号の知識を体得
でき、また活用できるようになる。 
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すなわち・・・ 
座学による概念の教育 
実践的な活動 

どちらもバラン
スよく用いなく
てはならない 

コミュニケーション偏重教育では 
不十分！ 

理論や概念の教育の重要性の 
再確認を！ 
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1. 90分授業の流れ 

授業実践 

分 活動 概要 

① 00-10 Voc. check Web 上でVocabulary check 問題に回答、答え合わせをす
る。 

② 10-20 Introduction You Tubeなどで関連するトピックについての知識を得る。 

③ 20-40 Reading WPM測定、Web 上でComprehension Q, Language focus 
問題に回答、答え合わせをする。 

④ 40-60 Pronunciation その日に注目すべき発音のポイントについての解説を聞
き、発音練習をする。 

⑤ 60-70 Recording PC標準搭載のソフトを用い、④で練習した1文を録音し、
学内システム経由で提出する。 

⑥ 70-90 Peer Feedback ⑤で回収・再配布された音声について、学習者間フィード
バック活動を行う。 



2. 発音のポイント（4月） 

授業実践 



3. 発音のポイント（6月） 

授業実践 



4. 発音のポイント（7月） 

授業実践 

・個別音に焦点を移すにつれ、カタカナでは説明できなくなってきた。  



5. 発音のポイント（9月） 

授業実践 

・カタカナでは表現できないので、こんな書き方もしてみた。  



6. 発音のポイント（9月） 

授業実践 

・発音記号なしでは限界！→初回は好評だった。  



7. 発音のポイント（11月） 

授業実践 

・後期授業で基本的な発音記号を網羅することにした。  



8. 発音の変化 

★140人分ぐらいが、2014年4月～2015年1月にかけて録音した12種類の
音声ファイル（５秒から15秒ぐらい）が2,814ファイルがあります。 

★6クラスがクラス内でお互いの音声を聞いて「お手本にしたい」と思った
５人に投票した「相互評価シート」が 前期分：述べ7,105人分、後期分：述
べ8,261人分あります。  
⇒声の大きさ(3点満点)英語の発音(3点満点) 話し方(3点満点)という点数
と、なぜその人をお手本にしたいかという相互評価コメントが 書いてある
シートです。  

授業実践 



相互評価シート 



1月最終週→学習者間評価のコメントの質にも変化が見られた。 

相互評価シート 


